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時間、1 グループの受講生を 6 名とし、開発した視聴覚教材を用いて模擬的に兆候の発
見を体験させた。兆候の観察方法として、日常的に行っている観察、呼吸障害・循環障



























和ケア実施病院 (42.7%)、災害拠点病院 (58.2%)、がん診療拠点・支援病院 (63.6%)の
割合が多かった。 
 研修は2008年より2017年まで209回開催され、総数1703名が受講した。年毎に受講者
が増加する傾向がみられた。 
 
【総括】 
 急変の前兆となる兆候の発見に求められる能力は、既存の蘇生研修のような一定の条
件のもとでなされる運動技能の教授技法では習得することはできず、思考の習得が中心
課題となる。また、急変の前兆となる兆候は限定された症状ではないため、観察行動に
よって収集した情報を意味づけすることにより微小な変化を兆候として捉えることが必
要となる。 
 本研究において淺香氏は、不特定多数を対象とした急変の前兆となる兆候を発見する
能力を習得するための研修システムを新たに開発した。そして、約1700名の受講者の成
果の分析により、開発した研修システムは、急変の前兆となる兆候を発見する行動に必
要な言語情報や知的技能の習得を可能にすることを確認した。また、研修プログラムに
兆候発見の情報の報告と初期対応に活用する内容を含めることで臨床応用の可能性を示
した。 
 本研究は、今まで学習課題として扱われていなかった臨床現場における急変時対応に
先行する兆候の発見に焦点を当てた研修システムを新たに開発した点で新規性に富んで
おり、また、その効果を実際の研修により検証した点で医学における学術的意義も認め
られる。さらには、この研修システムは、その学習設計を発展的に活用することで、医
療機関のみならず、在宅や介護施設などでの重篤化の予防や不要な救急搬送の軽減など
につながる可能性がある点で臨床的発展性が期待される。よって、本審査委員会は本論
文を博士(医学)に十分に値すると判定した。 
 
 
